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柳沢 (1951)，水野(1953)等は本邦農民に於ける
鈎虫卵陽性率が高い事を述べたが，小宮(1956)は
鈎虫卵陽性率の平均値は 20.......30%が実体に近いで
あろうと推定し且つ其の経済的損失をば 200億円に
も達すると述べている。 
Stoll (1947)によれば現在世界に 4億 5千 7百万 
碕1人の鈎虫寄生者が存するであろうとしている。松
(1957)は本邦農村での一般成人の鈎虫寄生率は37.8
%，都市民於いては 14.3%であった事を報告してい
る。叉島田(1957)は昭和31年6月より 12月に亘
って行った千葉県下の某中学校生徒の検便を硫苦加
飽和食塩水浮瀞法で行った結果，鈎虫寄生率は平均
29.7%であった事を報告した。
醗って全国死因分類からの鈎虫症による死亡は固
那村(1958)によれば，昭和25年では， 1500人，
昭和 29年では 770人で 10万人に 1人の割合であつ
たとしている。叉厚生省の統計で昭和 32年の寄生
虫症による死亡数 1415の中，鈎虫により死亡した
ものは 401であった。叉，和田 (1958)によれば茨
城県の某農村部落民の発病頻度比於いては鈎虫によ 
るものが 35%で首位にある事を報告している。
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乙の様lζ鈎虫による病害は著るしく，人の労働能
率を低下させ，更に幼児に対しては発育障碍をおと
し，或いは貧血，腹痛，心停充進等の症状を来し遂
には重篤な症状を呈する者も稀ではないが，一方何
等の自覚症状をも呈しない軽感染の鈎虫保有者も多
数花見られる。
今日，鈎虫問題に対しては鈎虫 Carrierを含め，
その根本的な予防，撲滅への対策が強く望まれてい
る。特lとその感染経路に対して適切な措置を講ずる
ととは予防衛生上重要と云わざるを得ない。然しな
がら鈎虫の感染経路，特l乙鈎虫仔虫の人体への侵入
経路については未だ十分な解決は見られていない。 
1838年イタリヤ・ミラノの病院で AngeloDubini 
が鈎虫を発見してから百年余り，以後今日まで多数 
の人々によって様々な観点から研究がなされて来
た。例えば臨床的な病状の面から或は鈎仔虫を主と
した生物学的な面から或は鈎虫と宿主との聞に存在
する生態学的な問題等について観察し研究が行われ
て来た。即ち臨床的な病状の面から主として研究を
行ったものKは Rockefeller財団国際衛生局の活
動，或は Ashfordand King (1906)，Lane (1917)， 
Jacocks (1924)，Cort (1925)等，本邦K於いて
は，柳沢(1920)，石井 (1926)，南1奇(1927)，松
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本(1933)，吉田，白石(1937)，北山(1950)，里見
(1951)，竹内(1952)，小宮 (1953)，柳沢(1953}，
矢島，内田 (1953)，玉井，藤波 (1953)，美甘，鑓田 
(1954)，富士田(1955)，丸田(1955)等がある。 
一方鈎虫感染経路の実験的研究としては， Leu-
ckart (1876)が，次いで Leichtenstern (1886)， 
Looss (1898)，Grassi (1905)，Pieri (1905)等の
名が挙げられるが，特!r.Leichtenstern (1886)は
感染期仔虫を 3人の供試人体K経口投与法Kよって
感染実験の成功を見た最初の人であるが，続いて
Grassi (1905)叉，感染期仔虫を 2人K与えて成功
した。そして Pieri (1905)，Looss (1898)等の追
認により鈎虫の経口感染が明らかとなった。やがて
Looss (1901)は自己の左手背の指聞に発赤，潮紅
を認めた経皮感染が成功する K及び，鈎虫の感染は
経皮的である乙とを見出し発表しTこるため， Leich・
tenstern (1886)，Grassi (1905)，Pieri (1905)等
は彼の経皮感染説を強く否定したるも Looss(1902) 
の前後 3回に亘る実験の成功や Austoregessilo，A 
状及び発現の時期とも彼の行った 17例の若采症患 
者の観察結果と同じであることを報告した。富士田
(1957)はカプセルによってヅピニ鈎虫を経口的に 
200隻，同数を経皮的に感染実験させ他方アメリカ
鈎虫についても同様の実験を行った。吉田 (1958) 
は経口感染と経皮感染を比較し，ヅピニ鈎虫を経口 
的に 5例，経皮的rc7例について実験した結果，経
口感染群全例に感染を認め，且つその感染率をも知
った。叉一方アメリカ鈎虫による実験では，経口感
染被検者 2例とも総て感染を見ず，叉その経皮感染 
実験では被検者 3例中 2例に感染の見られた事を報
じた。山下(1958)はヅピニ鈎虫とアメリカ鈎虫の
両種を用いて，カプセルによる経口感染実験と経皮 
感染実験とを行った。即ちヅピニ，アメリカ両種夫
々200隻の混合鈎虫による経口感染実験でヅピニ鈎
虫のみを認め且つその感染率は 25%であった。叉 
ヅピニ鈎虫 67隻，アメリカ鈎虫 70隻の混合鈎虫に
よる経皮感染実験ではヅビニ鈎虫 12%，アメリカ鈎
虫 11%の感染率を見た。叉ヅピニ鈎虫 175隻の単 
(1903)，De-Menezes (1904)，Hermann，M (1905)， 独経口感染実験では 6%の感染率を見たが，一方向 
Claude A. Smith (1904)，Tenholt (1905)，Boy-
cott (1905)等の人体実験に於ける成功によってー
そーの間， Boycott，及び Holdane，].S. (1904) 
等の人体実験失敗や Bruns，H.及び MuI1er，M. 
(1905)の一部成功等があったが一一遂に鈎虫は経
皮感染の可能性がある事を認めるに至った。叉，動
物を主として実験対象として行った者には猿及び仔
犬に行つた Looss (1886)を始め Schaudin (1904) 
が猿iC， Calmet and Breton (1905)が犬iC，叉
Fulleborn and Schi1ling (1911)も犬に夫々実験
して成功を見た。その後，多くの研究により本鈎虫
の感染には経口的感染と経皮的感染の両者が可能で
あることが一般に認められるに至った。
本邦lと於いても乙の問題については早くから研究
が行はれて来た。即ち経口的感染実験として大場 
(1929)が行った人体実験でヅピニ鈎仔虫を 2例，
アメリカ鈎仔虫を 4例，両鈎仔虫混合を 2例iと投与
し，鈎虫卵を検出し感染の可能性を考えた。叉大磯
(1930)はブラジノレ鈎虫を用いて 4例による感染実
験で成功を見た。上田(1943)はヅピニ鈎仔虫を
5例iζ経口投与し 4例より鈎仔虫を発見し，光井
(1954)叉ヅビニ鈎虫による 3例の実験 K於いて成
功を見た。蒲(1956)は自己人体実験に於いて若采
症をお ζし，川嶋(1957)はヅピニ鈎仔虫による 3
例の経口的感染実験の結果，感染成立を見，更に症
鈎虫 32隻による経皮感染実験では感染率は零であ 
ってヅビニ鈎虫が経口的，経皮的の両道で感染する
事は間違いないとし，且つアメリカ鈎虫の場合は経
皮感染l乙於いて感染可能と認めながらその経口感染 
は稀Iとしか起らぬと考えた。平川(1959)は人にヅ
ピニ鈎虫，アメリカ鈎虫の仔虫を経口的K与え，ヅ
ビニ鈎虫はすべてその感染の成立を見たが，アメリ
カ鈎虫は遂に感染の成立は見なかったとしている。
醗って感染経路の体内移行については，動物を実 
験対象として古くより行われた。即ち宮川 (1912)
は犬の実験で経口的iζ摂取した犬鈎虫仔虫は消化液
作用Kよって，大部分は死滅するが，消化管壁に侵
入した仔虫は経皮感染と同様の経過をたどり気道，
食道を経て腸管内での発育を認めた。一方横川
(1925)等は犬鈎虫仔虫を経口的K非固有宿主であ 
るモルモット，兎，鼠l乙与えた場合，腸壁を貫いて
肺，気管，食道を経て腸lと至るも，固有宿主である
犬に与えた場合は体内移行を行わずにそのま〉腸管 
内で発育するを見た。浅田(1925)は成熟仔虫を経
口的K固有宿主に与えた場合，体内移行を行わざる 
も一方未成熟仔虫の場合は体内移行を行うと報告し 
た。白井 (1926)は経口感染に於いて，仔虫の宿主
体内移行路については宮川説を認めたが，然し仔虫
発育時期により移行経路を異とした浅田説に対して
之を否定した。三輪(1928)は犬鈎虫仔虫を経口的
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に固有宿主に与えたが肺循環の行われぬ事を認めて
横川説を支持した。山口正道，山口操(1928)は犬
鈎虫仔虫を経口的，経皮的K固有宿主に与え感染を
見たが，その両者間の感染率?と差異のない事及び肺
臓通過については生物学的に無意義であると報告し
た。有田川(1928)は犬鈎虫仔虫を，経口的lζ固有
宿主に与えた場合に感染率等は宿主の年令lとより相
違を来すも，共通に見られた事は一度腸管を離れて
宿主の臓器或は組織に入り変態を行って然る後，腸
管l乙復帰する事を認めた。猶それ以外のものは発育
不能とした。叉非固有宿主に与えた場合は 24時間
以前では主として消化管内rc.， 24時間以後では肺，
気管，食道，心筋等に発見した事を認めた。松崎 
(1939)は犬鈎虫仔虫を固有宿主民感染せしめた場
合l乙経口感7染では消化管内でそのま〉発育して体内
移行を見ぬが，非固有宿主での経口感染の場合は消
因喉頭，筋肉等の移行路をとる[1化管，肺，気管， 
も，経皮感染の場合では皮膚筋肉の移行を見たこと
を報じた。江口(1943)は感染を行う犬の小腸のー
，部を切断して瞭置場を作り，叉上下の腸を縫合交通
させることによって実験を試みた。即ち経口感染で
は縫合部小腸l乙79.7%，経皮感染では 18.4%の成虫 
を認めたが，瞬置場では何れの場合でも認めなかっ
Tこ。更に直接瞭置部氏仔虫を投じた場合，こ、に 26
%の成虫色検出したが縫合部小腸では 8%であっ
た。この実験は即ち犬鈎虫の固有宿主に対する感染
に於いては，経口，経皮両感染とも可能ではある
が，然しその主要感染経路は経口であって，経皮に
よる感染成立の低いことを示している。
近年に至って，横川(1952)は横川，大磯の実験
より，ヅピニ鈎仔虫は経口的にも，経皮的にも感染
は可能であるが経口感染が主要経路であり経皮感染
は従であるとした。叉アメリカ鈎仔虫は横川，蒲池
(1944)の実験より経皮感染が主要経路であって経
口感染が従であるとなした。そして経皮感染では特
に肺臓通過に生物学的意義があることを認めた。 
一方宮川 (1956)は宮)11 (1912)，(1925)，岡田
(1930)等の実験より或は宮川 (1953)，水野 (1956)
等の鈎虫分布調査成績から，及び臨床所見まり考察
した結果，鈎虫の感染経路は，アメリカ鈎虫，ヅピ
ニ鈎虫の別なく何れも経皮感染が主要経路であつ
て，経口感染は従であるとした。
然しながら小宮 (1956)は鈎虫は固有宿主に対し
ては，経皮，経口のいずれの感染経路も取り得る
が，感染成立の割合から見れば，生物学的にはアメ
リカ鈎虫は経皮感染が，ヅピニ鈎虫は経口感染が主
道と思われ，叉生態学的には地方，地区により反す
る場合もあるとした。それは生物学的感染を左右す
る生態学的な条件によるので、はないかと述べた。
一方，宿主並びに仔虫に何等かの人工的処置を加
え非固有宿主にも感染，発育を期待すべく種々な研
究が行われた。即ち岡田(1931)は仔犬の血液，血
球で処置した犬鈎虫仔虫を家兎に経口的に感染させ
発育を認めた。中島(1931)は人体肺臓乳剤で処置
したヅピニ鈎虫を家兎に経口的感染を行った。神子 
(1939)は家兎静脈内lζ犬血液を頻回に注入して犬
鈎虫を経口的lζ感染させ成虫にまで発育させた。金
子(1940)も中島と同様の実験結果を得た。江崎 
(1942)は神子の実験を追試した結果，家兎体内で
の犬鈎虫を発育させるものは赤血球中に含まれる物
質であると述べた。鈴木 (1943)は更に，乙の実験
を展開した結果，その物質は赤血球中特にグロブリ
ン中氏存在することを認めた。佐古田(1954)は人
血液の全血及び赤血球を頻固に家兎静脈内lζ注入し
人鈎虫(ヅピニ鈎虫)を経口投与により感染させ発
育を見たが然し母虫l乙迄は至らなかった。
ζの様K，鈎虫の非固有宿主l乙対する感染実験は
種々な条件を非固有宿主に与える ζとにより或る程 
度迄の成功を得た。
次いで人体内に於ける鈎虫感染をある程度阻止す
ると思われる胃液の性状を中心として行った感染実
験では先に宮川 (1912)が犬の実験で報じた如く，
経口的K与えた仔虫の多数が消化管中の消化液の作
用によって死滅することを認めたが，乙れは消化液
特に胃液中の酸による抵抗が予想外に強いことを示
している。叉石井 (1931)は犬鈎虫を犬胃液，牛胆
汁，豚昨液中に 24時間放置した後，仔犬に経口的
に感染させた結果，胃液の抵抗が最も大きい事を示 
した。叉横川 (1926)は人工胃液を用いて試験管中
での犬鈎虫及び人鈎虫の抵抗試験を行った結果，共
I乙大きな抵抗を認め更に犬鈎虫を固有宿主に投与し
た場合，胃内では生存し得るも，非固有宿主に於い 
ては生存し得ないもののあることを報じた。更に態
谷 (1932)は人の第 1期，第 2期混合鈎虫及び成熟
仔虫等をもって実験した結果，人工胃液応対する抵
抗に於いては幼弱型よりも成熟仔虫が著るしく抵抗
の大なることを推察した。稲留(1932)は鈎仔虫の
メヂウムの水素イオン濃度との関係について報じ
た。即ち鈎仔虫の生存には pH7.0及び 6.0がよく，
アメリカ鈎虫はヅピニ鈎虫よりも抵抗の弱いととを
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認めた。叉平川(1959)は人工胃液を用いてヅビ
ニ，アメリカ両鈎虫の同液各種濃度間での抵抗性の
研究を行い，両者聞に相当の差を来し特に 0.5%濃 
度以上の人工胃液ではヅピニ鈎仔虫はアメリカ鈎仔
虫よりも抵抗性の強いことを認めた。著者は人体経 
口感染実験を行ったのでと〉に報告する。 
I. 実験方法
(AJ 実験材料
(a) 実験に供した仔虫
との実験で使用したヅピニ及びアメリカ両種鈎虫
仔虫は次の方法によって得た。即ちヅピニ鈎虫，ァ
メリカ鈎虫の単独寄生者の糞便を別々に瓦培養法lζ
て8日間培養し，水中に移行した仔虫を遠沈し仔虫
を含む沈査を再び瓦培養法を行うため別の静浄な瓦
の上に移し，乙の瓦をシャーレ内花入れ，水道水を
憶過した糖過水Kて瓦の八分目迄ひたして 4日間培
養し水中花移行した仔虫を今一度遠沈し，仔虫を含
む沈査を同様に 3日間培養す。 こうして仔虫の vi-
talityを均一化し，感染能力を出来るだけ均等にさ
せた。猶併卵器の温度は 270CI乙保った。 
(b) 感染仔虫数の計算法
投与せんとする仔虫は平川氏法によって，精確に
計算した。即ち事前lζ適当な仔虫数の密度となすべ
く調整した仔虫含有液を用意し，この液の中K直径
0.3 mm~0.5 mm，長さ 100~80mm の硝子毛細管
の一端を挿入する。仔虫含有液は毛細管現象により
管中を上昇し，その高きが 60mmK達した時，速
かに硝子管を取り出し，硝子管の周囲をガーゼで拭
い速かに戴物硝子上におき，紳創膏で固定し十字動
装置によって管中の仔虫を検鏡計算した。次いで管
中仔虫含有液を静かに吹き出した後，前と同様な方
法によって，残存仔虫を検した。猶残存仔虫あれ
ば，之を算して始めの仔虫数まり減じて実際に使用
した仔虫を精確に算し実験に供した実仔虫数とし
?こ。 
(sJ 被検者
第 1例，第 2例とも都市民居住する男子学生，第 
3例も同様の医師であって，何れもこ、数年来，鈎
虫感染の既往歴を持たず，叉実験前数次に亘って行
った飽和食均水浮併法 (3本値)， 瓦培養法 (2本
値〉の検査に於い了ても鈎虫卵を始め他の寄生虫卵及
び仔虫等を認めなかった者である。
感染実験開始前即ち鈎仔虫投与前に於いては各例
とも絶食させ空腹状態lζ置いたが特に第3例では 42
時聞に亘って空腹状態を持続させた。猶乙の第 3例
は胃液性状に無酸症状が著明であった。叉その胃液
pH は仔虫投与時 6.8~7.0 で、あった。仔虫投与後，
各例とも 270C微温水600ccを飲用させた。
(CJ 仔虫投与方法
前述した如く全例K於いて空腹時l乙投与して実験
を行った。即ち予め平川氏法によって適当数に調整
し計算した仔虫を，直径 7--8mmの球状の簡の中 
心部K投入して ζの館を一息K鴨下し，直ちに 270C 
の微温水 600ccを素早く飲用した。猶，各例に於け
る空腹状態を詳述すれば，第 1例では経口感染実験
開始日の前日午後 7時比市販のパシ 2個を食事した
のが最後であった。叉，経口感染実験開始は 11月9
日正午であるから其の問。実験開始時誌の空腹時聞
は 17時間であった。
第 2例でも実験開始前日の午後 1時に普通食を摂
り，次いで午後 5時に最後の食事としてパン 2個を
摂った。故に実験開始時迄の空腹時間は 19時間で
あった。
第 3例では実験開始日前々日の午後 6時を最後の
食事となしたため，実験開始時迄の空腹時間は 42時
間であった。 
(DJ 投与仔虫数
第 1例，第2例，第 3例とも経口投与した仔虫は
すべて同一条件下で培養された仔虫を用いた。第 1 
例に経口投与された仔虫は表 1K示す如くアメリカ
鈎虫のみでその数ほ 30隻であった。第 2例に投与
された仔虫は第 1例同様アメリカ鈎虫のみで 29隻
であった。第 3例K投与された仔虫はヅピニ鈎虫40
隻，アメリカ鈎虫 110隻であった。
表1. 仔虫投与方法及び投与仔虫数
症
年 βμ、
性
感染方法
投与時期
食後経過時間
投与形態
飲用 水量
飲用水の温度
仔虫 アメリカ
鈎虫 
No.l 
24才
合
経 口
空腹時 
17時間
球状の簡
の中心部 
600 cc 
270C。
 
30 
No.2 
23才 
合
経 ロ
空腹時
23時間 
球状の倍
の中心部
600 cc 
270C。
 
29 
No.3 
30才
合
経 ロ
空腹時 
42時間
球状の鱈
の中心部 
600cc 
270C 
40 
110 
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11. 実験成績 
  
CAJ 身体症状
 
(a) 自覚症状
まえがき: 鈎虫の人体感染実験では， Leichterト
stern (1886) が経口的人体感染を初めて行ってよ
り多くの実験が試みられて居るが，その感染症状を
詳細に記述して居るのは比較的少く本邦では，大場
(1929)，大磯 (1930)，上田 (1943)，富士田 (1954)，
山下 (1956)，川嶋(1957)，吉田 (1958)，平)11(1959) 
等がその主要なものと思われる。即ち大場(1929)
は経口感染実験で鈎虫にまる初期症状を認め，仔虫
試食後，悪心， nlil1吐，胃部不快感等を報告してい
る。大磯(1930)は経口感染実験での初期症状は認
めず， 2週間後に於ける消化器障碍を報告している。
然しながら上田は経口感染実験で初期症状の一部あ
りたる ζとを認め，且つ全例に咳!敗頻発や暗疾排出
等の気管支炎様呼吸器障碍を報告した。叉富士田
(1954)は鈎仔虫の人体経口感染実験で大場(1929)，
大磯 (1930)と同じく呼吸器症状は認めていない。
川嶋 (1957)は17例の若采症を観察し，更に 5例に
ヅビニ鈎虫人体経口感染実験を行った結果，悪心幅
吐を始め，咳欺，[1因頭痛及び鴨息様発作等の症状が 
現われる ζとを報じた。山下 (1956)はヅビニ，ァ 
メリカ両種鈎虫を用いて人体感染実験を行ったが，
その結果，気管支炎症状と胃腸症状が見られたが胃
腸症状は仔虫の腸管定着陀よるものと思われるが，
気管支炎症状は仔虫に関係あるものかどうか不明で
あったと述べている。吉田 (1958)は，ヅピニ鈎虫
を用いて行った経口的感染実験でその殆んどに著る
しい若采症症状を来したが，アメリカ鈎虫による経
口的感染実験ではその全例に何等の臨床症状が見ら
れなかったと報告した。叉平川(1959)は仔虫投与
後， 3~9 日で全例に亘って咳取が起り 4 乃至 5 カ月 
の長期に亘って現われた事を報じた。著者は 3例に
於ける人体経口感染実験で，アメリカ鈎虫のみを投
与した 2例では何等臨床症状は見られなかったが，
ヅビニ，アメリカ両種混合鈎虫を投与した 1例に於
いて強い気管支炎様症状と消化器症状が見られたの
で報告する。
自覚症状: 第 1例: 仔虫投与前，綿密に身体各
部を検査し何等の自覚症状，並びにその他の異常を
も認められなかったo 1:.';.'実験当日は前夜よりの空
に鈎虫感染lζ伴って現われる様な症状は皆無であっ
た。即ち咳l欺，榎戸，胃部不快感，悪心，腹痛，便
秘，下痢便，易疲労感等総て認められなかった。叉
感冒を始め何等の疾患にも躍患せず遂に駆虫に至つ
?こ。 
第 2例: 本例も第 1例同様，経口感染実験前身
体各部を精密に検査し異常なきを確かめた。平常よ
り頑健な体力をもっ被験者は，本実験lζ於いても全 
く何等の異常所見なく叉自覚症状も全く認められな
かった。猶駆虫K至る迄遂に何等の症状をも訴えな
かった。
第 3例: 仔虫投与前は何等の自覚症状もなく，
投与後は表 4~乙示す如く鴨下後，胃部不快感，悪心
あり且つ軽度の下腹痛を生じたるも 3日目 Kは消失
した。然し 4日目より咽喉頭に不快感及び異物感を
来し次第に強まり， 8日目より咳敗が起り且つ略疾
の排出をも見る様になった。 更に 10日目より胸部
に掻痔感が生じ次第に疹痛様の掻痔感l乙変り且つ強 
まるもその間猶咳殿甚だしく遂に第 15日目より夜
間不眠に陥る。咳欺著明の為 K18日目より咽喉頭
部氏悲痛おこり約 10日間持続した。 その問咳l欺の
増加と共に曙疾の排出も叉顕著になった。感染後第
22日自には，咳l欺，略疾，咽喉頭痛及び夜間時不眠
K加え強き悪心が発生したるも 4日聞にて鎮まり，
続いて第 26日目より榎声lζ移り約 1週間程持続す。
叉第 28日目より胸痛，腰痛，関節痛等が相次いで起
り更に全身倦怠感をも加はりて一般症状は不良の徴
候を示した。然しながら感染後 31日自に至ると頑
固な持続性のI安殿及び略疾排出算を除いて一般症状
ほ安静に向うも猶脱力感強く存在す。夜間の不眠も
以前程甚だしくはなく全体的に小康を来す。第 36
日目より右側外耳道に嘩発生し患部の悲痛，頭痛に
悩むも一般症状は易疲労感を除いて好転し更に，第
43日目より一段と咳欺も軽快す。第 48日自になる
と右外耳道躍は治癒するも翌 49日自民至って再び
著るしく頑固な咳取と唱疾の排出を見る K至り叉夜
聞の睡眠は再び著るしく障碍を見るに至った。特に
咳l欺は吠咳様に有響性となった。実験後第 53日目
に至ると咳蹴は殆んど夜間のみとなり夜明け迄も続
発して不眠に悩まされる状態となり叉寝汗をも生ず
るに至った。第 54日自には悪感，頭痛，発熱を生
ず。第 56日自に左外耳道嘩発生し体温上昇す。実
験開始後第 57日に早朝より胃部不安感及び胃部鈍
腹のため実験開始前軽度の肱量を訴えたに過ぎなか、重感に襲はる。第 59日自に咳吸は殆んど停止し，
った。実験後何等の異常もなく格別変った症状，特 代って臓部附近，下腹部全体に鈍痛を生じ次第に疹
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痛を意識して来る様になった。第 62日自には朝食 り高熱を生じ且つ悪心起り，腹痛は夜聞にも生ずる
後 30分位経通して一過性の腹痛あり間もなく鎮ま に至った。以後，腹部鈍痛続き食欲全くなく，感
りたるも午後に至り，特に昼食事後 30分経た午後 冒，頭痛等一般症状は最悪を極めた。第 77日自民 
4時頃より激烈な下腹痛が襲来したるため，鎮痛の 至り夜間の睡眠に於いて右側を下l乙就寝すると比較
目的にて注射を 2本施行す。第 64日目朝食事後の 的腹痛が柔らヤのを感じたー第 80日自には激甚な
み腹痛生ずるも猶一般的症状K於いては頭痛，易疲 る腹痛を来し且つ糞便は軟便となる。第 85日自民
労感も強く認められた。第 67日目より食欲急激lと なると腹痛いくらか緩和するも猶下腹部鈍重感は強
衰え且つ腹痛のため行動，動作は著るしく緩慢とな く存在す。実験後 90日自になると腹痛は漸次薄ら
って来た。第 67日目より感冒に躍患し食事はかろ ぎ好転の徴候が感ぜられた。第 95日自には腹痛は
うじて少量の粥のみを摂る。実験開始後 73日目よ 一層緩和し好転したが猶頭痛が存した。第 98日目
表 2. 血液所見と自覚症状 第 1例
日
白
且[
球
赤
血
ザ
司と リ
(万)1(%) 
好 
酸
球
(%) 
X 
線
胃不
快
部感 
悪、
'U 
咳
明主
略
疾 
度
l三耳三f
睡
眠
障
百号
咽異
常
頭感
胸
痛
食
パ国よ弘、
乃三
振 
タト
耳
j寵
年主
汗
頭
有吉
全身
{巻
'台じA、
感
冒
腹
痛
自白 
4 
4800
i
420 103 3 !異常なし 
5800|401 96 3 
-1-1-
9 5 
13 
16 5400 411 97 2 
20 6400 40'2 104 3 
27 
30 5400:458 103 3 異常なし 
44 
79 
98 176001460 98 
表 3. 血液所見と自覚症状 第2例
日
白
血
球
赤|血素 好 
血 酸 
球 色量 球
(万)(%) (%) 
X 
線
胃不 
a快
部感 
E，じ五ι、
'U 
咳
明文
略
疾
腹
戸
睡刷異|胸|食外
障眠 持m 忠不、 τザ
碍頭感痛振癌
寝 
汗 
1ft 
irFi 
全
身
俗
d台u、 
感 
F臼コヨ 
i直
f市 
glJ 
4 
9 
102 2 
104 2 
異常なし 
98 
16 166001 423 102 
2 
2 
20 166001 420 109 
27 
30 188001 449 116 
2 
異常なし 
2 
44 
79 
104 
107 
112 6800 462 102 
121 
2 一 一 
125 6600 389 92 2 一 一 一 一
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表 4. 血液所見と自覚症状第 3例
白 血素 X 胸掻 胃不 悪 咳 略 度 睡 咽異 胸 食 外 寝 頭 全 感 腹好 
酸
球
赤
血
球日 血
る宝 拝 快 障眠 常 パ国-'、 耳色量 弓ミ
身
倦所
見球 (万〉く%)く%) 部感部感 'U 験 疾
戸τま~ 碍 頭感 痛 振 撞 汗 痛 怠 E回ヨ 痛
異常前 6700 432 4.0 一 一 一 一 一なし 
415500 382 3.9 + 十 十 
9 15800 382 5.0 十 十 十 
13 5100 386 92 5.2 十 十 十 + 
16 7100 375 92 6.6 十 十 十+ 
+20 +十 + +十 
異常27 7100 362 17.0 十 十 + + +十 + 
+ 
なし 
30 十 -H十 +十 十 十件 
37 十| 十 -H十 + 
+44 8400 338 24.0 + + 十 
50 +十 十件 十 十 + 十 
57 -H十 十 十 十 十 +十 
64 + 十 十 
70 十 + 十 十 +十 
79 12000 372 85.5 十 + + 十 判++ 
+異常83 51.0 + + なし 
89 十 十 
95 +十 + 
104 8800 354 57.0 十 十 
107 9400 377 39.0 + 
112 +十 十 十 
121 8400 402 34.0 十 +十 
125 82 33.0 
lζ感冒Iζ擢患し頭痛著しく悪心増強す。次日比は扇 白血球数は感染実験後 1週間目より漸次増加を示
桃腺腫脹甚だしく一般症状悪化し遂に勤務先を早砲 し， 3週間後に至って最も著るしくそれ以後は次第
す。第1.02日目では鼻汁，咳i欺，略疾の排出猶強 l乙減少を示した。所謂，白血球増多症の現象が見ら
く，第 106日目では一時症状緩和するも第 109日目 れた事を報告したが再び第7週前後K於いても第二
では再び頭痛，肱電甚だしく且つ夜間腹痛が強まつ 次の白血球増多症のある事を認めた。叉赤血球数に
た。第 115日自民咳!欺顕著なるを気がつき更に第 ついては大場 (1929)，大磯(1930)，上回 (1943)は 
119日自民入り易疲労，便秘等のため腰痛が生じた。 実験開始後 3週間経過してより軽度の減少を示した
然しながら実験開始後第 122日自民至って，ょうや 事を報じた。猶血色素量に於いては第4週以後より
く殆んどの症状が緩和し全身状態は好転を見る様に 漸次低下を示したと云う。富士田(1954)は鈎虫感
なった。第 125日日比駆虫を行った。 染実験後，赤血球数，血色素量が漸次減少を示し白 
(b) 他覚症状 血球数は第 4週頃より増加を示したと報告した。鈎
(i)血液所見 虫症及び鈎虫感染実験で好酸球の変動について多く
まえがき: 鈎虫症に於ける主要症状の一つに貧 の研究と報告があるが何れもその増多の見られた事
血があるが之については多数の報告がある。叉一方 を認めている。上回(1943)は好酸球が 1週より増
鈎虫感染実験に於いても古くから貧血症状や血液所 加して第 3週に於いて最大となった事，更に第7週
見，血液像等が詳しく研究され報告されている。即 乃至第 9週に再び増加が見られた事を述べている。
ち大場 (1929)や上田 (1943)は感染実験を行って 川嶋 (1957)は好酸球が第 3日乃至第8日より増加
より血液像の変化を長時日に亘って追求した結果， し第 3週前後lこ最高に達したと報告した。叉富士田
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(1954)はヅビニ鈎虫による感染実験では好酸球が 
第 2週から急増し第 10週に於いて最高値を示し以 
後漸減を示しアメリカ鈎虫の場合では第 2週より漸
増し第 9週に於いて最高値を取り以後漸減した事を
、報告した。
松坂(1935)は鈎虫症の臨床的研究で駆虫前後の
血液変化を研究したがそれによれば赤血球数と血色
素量とは殆んど平行して減少し且つ駆虫によって共
lと明らかな増加を示すも，その増加率は平均値に於 
いて血色素量に比し赤血球数が柏、高率を示した事を
認めた。赤沈速度は駆虫後減少するも猶正常値に比
して促進が高度である事，叉白血球数及び好酸球は
特異性のもので駆虫によって急激な減少の見られた
事を述べた。
血液所見: 第 1例: 感染実験前，赤血球数 420
万，白血球数 4800，血色素量 103%，であった。実
験開始後も著るしき変化は見られず経過した。実験
開始後 98日経た最終検査日の所見は，赤血球数 460
万，白血球数 7600，血色素量 98%であった。
第 2例: 感染実験前，赤血球数 422万，白血球数
6000，血色素量 102%を示したが，本例も第 1例同
様著るしき変化は見られなかった。実験開始後 125
日経過した駆虫前日の血液所見は赤血球数389万，
白血球数6600，血色素量 102%であった。
第 3例: 感染実験前，赤血球数 432万，白血球
数 6700，であった。実験開始後4日自に於ける赤血
球数は 382万，白血球数 5500，9日目に於いて赤血
球数 382万， 白血球数 5800，を示し更に 13日自に
於いては赤血球数 386万，白血球数 5100，血色素量 
は92%であった。第 16日目では赤血球数 375万， 
白血球数7100，血色素量は 92%であった。第 27日
目では赤血球数 362万，白血球数 7100，を示し，第
44日目では赤血球数 338万，白血球数 8400，であっ
Tこ。叉実験後第 79日目では赤血球数 372万，白血
球数 12000，血色素量 85.5%であった。叉第 104日
目では赤血球数 354万，白血球 8800，第 107日目で
は赤血球数 377万，白血球数は 9400となり，第 121
日目では赤血球数 402万，白血球数 8400，第 125日
自に於いては赤血球数 407万，白血球数 6800，血色
素量は 82%であった。 
(ii) 血液像特に好酸球所見
第 1例: 実験前 3%であったが実験後，第 9日
自に 5%を示したのみで，それ以外では全経過に豆
って全く変化は見られなかった。
第 2例: 実験前 2%であった本例K於いても全
経過に豆り変動は見られなかった。
第 3例: 実験前 4%であったが，〆実験開始後 4
日目では 3.9%，更に 9日目では 5%となり 13日目
では 5.2%と次第に増加の傾向をたどり，第 16日目
では 6.6%となり叉 27日目では 17%と急激な増加
を示した。更に 44日目に至り 24%と猶増加を続
け，第 83日自には 51%と顕著な増加を見せた。そ 
して実験開始後， 104日自には遂に 57%の最高値を
示した。然しながら其の後， 107日目に入るに及ん
で 39~告と減少を見せ始め， 更に 121日自に於いて
は， 34%と減少を続けたが，それでも駆虫前日の 125
日自に於いても猶 33%の高い値を示していた(図
)。1 
(iii) 感染実験での血清蛋白像
鈎虫症患者に於ける血清蛋白像について，従来よ
り柳沢(1957)，副島(1952)，衣笠 (1954)，山田
(1956)等の報告ありそれによると，アルブミン低
下，r-グロブリンの増加を認めている。著者は既報
の鈴木(1959)の経皮感染実験に於いて鈎虫経皮感 
図I. 経口感染実験に於ける好酸球の変化 (第 3例) 
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染による血清蛋白の変動，特記血清中のグロプリン，
アルブミン等の変化を追求し次の様な結果を得た。
猶乙の実験に於いて同氏測定による経皮感染作用仔
虫数，皮膚侵入仔虫数，及び乙の実験での駆虫成績
等は次の如き結果であったことから，之等所見及び
血液所見と血清蛋白像との関係には極めて興味ある
結果を見た。彼の経皮感染実験は 4 例 i乙行 ~ì ヅピニ
鈎虫，アメリカ鈎虫を夫々使用した。その第 1例に
於いては右手背部位にヅピニ鈎仔虫 123隻，左手背
部{立にアメリカ鈎仔虫 140隻を作用させ， 1時間後 
lζ於ける皮膚侵入仔虫数はヅピニ鈎虫 121隻，アメ
リカ鈎虫 112隻であったと述べている。第 2例でも
同様にして右手背部にヅピニ鈎仔虫 132隻，左手背
部lζアメリカ鈎仔虫 120隻を作用させた結果，皮膚 
侵入数はヅピニ鈎虫 10隻，アメリカ鈎虫44隻であ 
ったため 6日後lζ再感染実験を行ったが， この場合
ヅピニ鈎虫 59隻，アメリカ鈎虫 37隻を作用させた
結果，皮膚侵入数はヅピニ鈎虫49隻，アメリカ鈎
虫23隻であり，叉第3例では右手背部lζヅピニ鈎
虫 112隻，アメリカ鈎虫 120隻を作用させた結果，
皮膚侵入仔虫数はヅピニ鈎虫 52隻，アメリカ鈎虫 
75隻， 第4例では右足背Kヅピニ鈎虫 32隻，左足
背広アメリカ鈎虫 34隻を作用させ，ヅピニ鈎虫 52
隻，アメリカ鈎虫 75隻の皮膚侵入のあった事を報
告している。即らその感染率は第 1例のヅピニ鈎虫
では 4.1%，アメリカ鈎虫では 43.7%;第 2例ではヅ
ビニ鈎虫は 0%，アメリカ鈎虫は 10.4%，第 3例の
ヅビニ鈎虫は 0%，アメリカ鈎虫も 0%，第 4例で
はヅピニ鈎虫は 0%， アメリカ鈎虫では 5.5%であ
ったと述べた。
血清蛋白像測定方法: 光電比色計によって測定
を行ったが，之に用いた試薬は斎藤正行著，光電比
色計Kよる臨床化学検査の試薬を作り使用した。
蛋白測定法 (Biuret法): 予め標準液によって
標準グラフを作っておき，光電比色計の数値を換算
するに使ならしめた。
アルブミンの測定法には予め血清 0.5"ccをとり之
を23%の硫酸ソーダ溶液 7.5ccを入れた 15cc‘の遠
心管K加え，よく混和後，府:卵器内lζ3時開放置し
てから， No.6の東洋櫨紙を用いてi慮過し，櫨液を 
2 cc取り出す。之と対象さす為 l乙別に 23%硫酸ソ
ーダ 2cc溶液を作り，各々に Biuret試薬 8ccを
加え，よく混和し 370Cで30分置く。後者をBlank
となし波長 540mμ の Filter(緑色〉を用い 100%
の透過率目盛に合わせ，然る後，前者(被検液)の
透過率を読む。 
rーグロブリン測定法: 本検査の場合もアルブミ
ンの場合と同様，予め標準液によって標準グラフを
作っておく。血清 0.2ccをとり之を硫酸亜鉛緩衝液 
12 ccを入れた試験管K加え混和し室温で 30分放置
す。叉対象となすため別な硫酸亜鉛緩衝液をとり之
を Blankとなし波長 660mμ の Filter(赤色)を
用い， 100%の目盛氏合わせ然る後被検液の透過率
を求める。
実験成績: 血清蛋白像の変動結果は次の通りで
あった。猶単位はグラム (g)%である。
即ちアルブミンに於いて，第 1例では感染前 6.0
であったが実験開始7日目では 6.32，14日目は 5.44，
21日目では 5.76， 35日目では 5.60，42日目では
5.48と漸次減少し 49日目では 3.84と最も低下を示
した。 63日目では， 4.40，77日目では 4.88，91日目
では 4.02，124日目では 4.96，130日では 4.64，154 
日目では 4.40，160日目では 5.12であった。
第 2例では感染前 7.28であったが 7日後では
表 5. アルブミンの推移
No.2 No.3 No.4 
み11160 7.28 6.56 4.72 
7 6.32 4.64 6.16 
14 5.44 4.48 4.96 
21 5.76 5.06 5.68 
28 4.96 
35 5.60 4.48 5.12 4.40 
42 5.48 4.56 5.50 
44 5.00 
49 3.84 4.08 5.00 4.72 
56 4.40 4.72 
63 4.40 4.56 .4.48 4.96 
77 4.88 4.24 4.88 5.12 
81 4.48 
91 4.02 4.00 4.00 
98 4.48 4.88 4.40 
114 5.68 
124 4.96 4.24 5.12 
127 5.04 
128 4.96 5.84 5.20 
130 4.64 4.72 4.08 
134 4.00 4.24 4.32 
141 4.96 4.96 4.48 
154 4.40 4.96 4.40 
160 5.12 6.16 4.88 
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4.64，14日目では 4.48，21日目では 5.06，35日目で 表 6. 経皮感染実験に於ける Tー グロブリンの推移
は4.48，.42日目では 4.56と漸次減少を来し 49日目
では 4.08と下り， 63日目では， 4.56，77日目では 
4.24，91日目では 4.00と最も減少した。 124日目で

は4.24，130日目では 4.72，154日目では 4.56，160 

日目では， 6.16であった。

第 3例では感染前 6.56であったが， 7日後では 
6.16となり 14日目では 4.96，更に 21日目では 5.68，
 
35日目では 5.12となり， 42日目では 5.50，49日目

では 5.00，63日目では 4.48，77日目では 4.88，91日

目では 4.00，124日目では 5.12，128日目では 5.20，
 
134日目では 4.32，160日目では 4.88であった。

第 4例では感染前 4.72であったが， 28日目では 
4.96，35日目では 4.40， 44日目では 5.00，49日目で

は4.72，56日目では 4.72，63日目では 4.96，77日目

では 5.12，81日目では 4.48，114日目では 5.68，127 

日目では 5.04であった(表 5)。

トグロブリンK於ける変動の結果は，第 1例では
実験開始7日目では 3.8，14日目は 8.2，21日目では 
4.8，35日目では 11.1，42日目では 13.8，49日目で

は7.8，63日目は 4.8，77日目 7.2，91日目 7.0. 124 

日目は 8.4， 130日目では 10.4， 154日目は 9.4， 160 

日目では 9.0であった。

症例
日数 7
 
14 

21 

35 

42 

49 

56 

63 

70 

77 

91 

98 

124 

128 

130 

134 

141 

154 

160 

表 7.

第 1例 第 2例 第 3例 第4例 
3.8 

8.2 

4.8 

11.1 

13.8 

7.8 

4.8 

7.2 

7.0 
7.2 

8.4 

9.0 
10.4 

8.8 

10.6 

9.4 

9.0 
7.6 

9.4 

6.0 
11.1 

12.4 

11.6 

8.8 

9.2 

7.0 
7.8 

8.6 

9.0 
12.0 
11.0 
10.0 
11.0 
11.0 
8.2 

9.8 

6.6 

9.2 

12.0 
7.8 

8.6 

8.8 

8.2 

7.2 

10.4 

9.8 

12.6 

11.0 
13.3 

10.6 

12.0 
経皮感染時に於ける血液所見
(鈴木による) 
6.0 
11.6 

10.0 
6.0 
6.0 
5.6 

6.4 

7.2 

5.8 

7.6 

10.6 

第 1例
第 2例では実験後 7日目では 7.6，14日目では 9.4， 
21日目は 6.0，35日目は 11.1，42日目は 12.4，49日
目は 11.6，63日目は 8.8，77日目は 9.2， 91日目は 
7.0， 124日目は8:6， 130日目は 12.0， 154日目は 
11.0，160日目は 11.0であった。
第 3例では実験後 7日目では 8ム 14日目では 9.8，
 
21日目では 6.6，35日目は 9.2，42日目は 12.0，49 

日目は 7.8，63日目は 8.6，77日目は 8.8，91臼目は
 
8.2， 124日目は10.4， 130日目は 12.6， 154日目は 
10.6，160日目では 12.0であった。
第 4例では実験前 6.0であったが，実験後 28日目
では 11.6，35日目では 10.0，44日目では 6.0，49日
目では 6.0，56日目では 5.6，63日目では 6.4， 77日
目では 7.2，81日目では 5.8，114日目は 7.6，127日
目では 10.6であった(表 6)，(表 7，8，9，10)。 
(iv) X線検査所見
経口感染実験全例K，実験開始後第 29日及び 82

日目の両日比亘ってX糠直接撮影を行い実験開始前

のものと比較を行ったが，全例iζ於いて異常は認め

られなかった。 
[BJ 虫卵排出状況
まえがき: 鈎虫仔虫による感染実験iζ於いて，
I ，_L， rt'n L'+- I赤血球|血色素量|好酸球
日 数|白血球 I Jlll ë%)~I"C%) 
6200 
 428 
 86 
 2.0目Ij 
451
7200 
 90
11 
 10.0 
6600 
 432 
 86
17 
 11.0 
9600 
 443 
 88
27 
 14.0 
7400 
 82
435
41 
 31.5 

13400 
 86
442
44 
 40.0 
8800 
 85
426
52 
 38.0 
9600 
 441 
 86 
 39.5
66 

8200 
 82
418
80 
 38.0 
12200 
 84
420 
 27.090 

7600 
 457
94 
 92 
 24.5 

6400
101 
 438 
 24.087 

10800 
 410 
 20.080
108 

8000 
 450
115 
 91 
 21.5 

8600 
 446
121 
 88 
 20.5 

7000 
 441 
 21.0128 
 85 

8800 
 461 
 21.0133 
 90 

134 
 駆虫 
7200 
 475 
 94 
 10.5
140 

141 
 駆虫 
6000 
 431 
 10.5
147 
 85 

I5""(万
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表 8. 経皮感染時に於ける血液所見 第 2例
(鈴木による)
表 10. 経皮感染実験時に於ける血液所見 第4倒
(鈴木による〉 
I0-4，，":r:~ I赤血球 l血色素量|好酸球日 数|白血球 (/j;~~~~ r.ill1.~~~ rI I(万) I(%). I(%)1=1lillh:j¥. 
前 7600 510 100 4 
28 5800 501 95 3.5 
34 5200 490 98 7 
41 5400 501 100 4.5 
56 7400 490 99 6.5 
67 7800 503 100 2 
77 5000 510 101 3 
88 5400 520 110 4 
98 7000 510 106 1 
113 491 96 96 5 
114 駆虫 
135 7200 502 100 3 
始めて糞使中K虫卵の出現する迄の時日について次
の様な報告がある。即ち大磯(1930)はブラジル鈎
虫lζより経口的K4例，経皮的l乙3例の感染実験を
行ったのであるが，乙の実験では早きは 26日，遅
くても 34日K，その実験例の糞便内l乙虫卵を証明
した事を報告した。叉上田(1943)はヅピニ鈎虫の
経口的感染実験で始めて糞便中に鈎虫卵の出現した
のは感染実験後，第 1例では 30日目，第 2例では 
37日目，第 3例では 27日目，第 5例では 50日目で
あったと述べた。富士田 (1957)はヅピニ鈎虫，ア
メリカ鈎虫によって経口，経皮感染実験を行った結
日数
前 
13 
20 
27 
41 
45 
52 
66 
80 
90 
94 
101 
108 
115 
121 
128 
133 
134 
140 
141 
147 
白血球 
8200 
6600 
8600 
7200 
8600 
14200 
11000 
7000 
8400 
7600 
7200 
8600 
10600 
11400 
9600 
6600 
9900 
駆虫 
8200 
駆虫 
8000 
好酸球I赤(万血球〉 |血(色%素)量 I (%)l1 
87 0432 
461 92 1.0 
431 86 0 
447 89 7.0 
90 14.5463 
467 90 25.0 
472 92 38.0 
86 38.5431 
439 82 17.0 
理413 82 15.5 
437 88 17.0 
422 84 10.5 
438 83 11.0 
439 86 11.5 
458 92 9.0 
462 92 9.5 
456 88 8.0 
460 90 1.5 
87 1.0445 
表 9. 経皮感染実験時に於ける血液所見 第 3例
(鈴木による) 
I..L-. .I..-r--t':
数|白血球 I日 ~(%5 
前 6000 443 88 2.5 
13 6200 441 88 1.5 
20 7400 420 86 5.0 
27 6200 431 84 3.0 
39 5800 438 88 2.5 
45 5200 450 90 2.0 
51 7000 449 88 1.5 
66 8000 452 90 1.4 
80 6200 463 94 4.0 
90 8400 442 86 2.0 
94 7800 456 89 2.5 
101 5200 461 92 1.0 
108 5400 452 93 2.0 
115 6600 449 90 1.5 
121 7000 462 92 1.0 
128 5200 463 94 4.0 
133 5000 473 95 3.5 
140 6200 489 96 2.0 
141 駆虫 
147 6000 477 95 2.0 
赤血球|血色素量|好酸球I=<ë%)~ I 5""(万 
果，ヅピニ鈎虫では 60日自民浮瀞，培養両法とも
陽性となったが，アメリカ鈎虫は 99日自に不受精卵、
を見Tこ事を報じた。山下(1958)はヅピニ，アメリ
カ両鈎虫夫々 200隻を同時に経口的投与した場合l乙 
56日自に排卵を見Tこ。叉ヅピニ鈎虫175隻を経口的 
l乙投与した他の例では 53日自民虫卵を認めた事を
報告した。吉田(1958)はヅピニ鈎虫を経口投与し
た第 1例では感染後 43日目に虫卵を認め第 2例で
は 123日自に，第 3例では 62日目 R.，第 4例は 88 
~162 日目 K，第 5 例では 105--144 日の聞に虫卵の
陽転があった事を報告した。
今回の人体経口感染実験では全例iζ対してがJ虫卵
排出の有無を検査した。即ち仔虫投与後 38日目以
降，殆んど毎週に亘って，硫苦加飽和食塩水による
浮砕法と瓦培養法と Kよって，虫卵及び仔虫の出現
状態を観察した。第 1例，第 2例lζ於いては遂に駆
虫当日迄，虫卵，仔虫とも全く認められず陰性であ
った。第 3例に於いては，仔虫投与後第 76日迄は
浮瀞，培養法ともに陰性であったが， 88日目に至り
126
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浮説法Iζ於いて始めての鈎虫卵を発見した。更にこ 人体実験で経口的に投与した場合の排出虫数は次の
れを培養した結果，ヅピニ鈎虫を認め得た。以後駆 様であった。即ち其の第 1例では， 300隻投与して
虫当日迄，殆んど毎週検便を試み同様な所見であっ 合 86，♀ 57，叉第 2例では， 150隻投与して合 46，
た(表 11)。 ♀ 62，不明 3であった。叉第 3例で 500隻投与して
表 11. 虫卵及び仔虫の出現状況 合 24，♀ 49，叉第 4例では 400隻投与して合 32， 
♀ 52ー であった事ーを報告した。川嶋(1957)はヅピニ
第 3 例第 1例 第 2 例経過
日数
第	18日
25 
32 
38 
40 
42 
47 
+ 
+ 
59 

66 

73 
 一 
一
一	 
79 
十88 
98 + 
鈎虫人体経口感染実験で第 1例に 245隻投与した場
合の 30~35 日後の駆虫で 3.5~7.8mm の未熟鈎虫
(合 1，♀6)を，その後 53日目の駆虫では， 6.9--
8.2mm (合 1，♀ 2)を， 1年後では成熟ヅピニ鈎
虫(合 36，♀ 57)を得た。叉第 2例に 410隻投与し
た7カ月の駆虫でほ成熟ヅピニ鈎虫(合 12，♀ 19)
を得Tこ。叉第 3 例の 241 隻投与の場合は 28 日 ~29
日の駆虫では 4.9~9.0mm (合 1，♀ 3)を，第4例
では 527 隻投与して 27 日 ~28 日の駆虫では1O~18 
mmの鈎虫 47隻に混じて， 4.5~6.2mm の未熟鈎
虫(合 2，♀ 5)を得た。叉第 5例l乙950隻投与し， 
36~37 日目の駆虫では， 11~18mm の成熟鈎虫 97
隻と共に 5.0~6.7mm の未熟鈎虫(合 5，♀ 7) を得 
7こと報告した。叉富士田(1957)はヅビニ鈎虫を 
I-1& m +1[，I，(¥¥ m ，(¥¥ Iヅビ Z瓦夏 200隻ずつ，経口，経皮感染させた場合の 5カ月後 
排虫 
1 
(0) I排虫 (0) II， '-'" '-~ / Iア、メ 1 カ3隻 の駆虫では 34隻(合 14，♀ 20)を得，叉同様にし7r
凶 |排虫 (0) I排虫 (0) I排 虫 (0) て行った同数のアメリカ鈎虫では 4カ月後峨虫し
て合 1隻を得た事を報告した。吉田 (1958)は第 1 
(C) 駆虫状況 例にヅビニ鈎虫 80隻経口投与して 45(合 18，♀
駆虫は全例に対し実験開始後， ，126日目より 140 27)の排出鈎虫を得，第 2例に同種鈎虫 27隻を経
日自にかけて実施したが，駆虫剤は総て四塩化エチ 口投与して 20(合 8，♀ 12)を，第 3例にも同様に
レンを用い， 15~17 球( 1球に四均化エチレン 0.3 して 57隻投与し 17(合 7，♀ 10)を，第 4例K同様 
g含有〉を使用した。各例とも駆虫直後より， 2~3 にして 152隻投与し 42(合 18，♀ 24)，叉第 5例に
日間の排世全便をとり，虫体の検索を行った。 101隻同様投与して 22(合 11，♀ 11)を得た事を報
虫体の検索は，先ず糞便を自の小さな金網に入 告した。山下(1958)は第 1例Iζヅピニ鈎虫 200隻，
れ，流水を加えながら次第と細砕濡過し残査を少量 アメリカ鈎虫 200隻を混合経口投与した場合の 65
ずつ検索用シャーレのついた細い金網花入れ，流水 日目の駆虫ではヅピニ鈎虫 51(合 29，♀ 22)のみを
のもと iζ丹念に検し採虫をなした。然して検索用シ 得た。叉第 2例にヅピニ鈎虫のみ 175隻経口投与し
ャーレ内の漏液は 1滴も失うことなく，再びより細 Tこ場合では駆虫K於いて 10(合 7，♀わであった事
い鈎虫の通過を許さぬ金網を通させて，精確な検査 を報告した。今回行った人体経口感染実験K於ける
を行った。第 1例，第 2例とも実験開始後 126日目 排出数及び感染率は次の通りであった。
に第 1回目の駆虫を行ったが全く虫体は発見し得な 第 1例，第 2例では駆虫の結果，遂K虫体は認め
かった。第 3例も実験開始後 126日自に第 1回の駆 得ず感染は，検便及び培養結果が陰性であった事か
虫を行った。即ち 26時間絶食の後，テトレン球 9 らも更に駆虫結果からも，成立しなかったものと思
球， 30分後に更に 8球を服用し硫苦 30gを飲用し われる。
た。第 2回目の駆虫は初回駆虫後 2週間を経てから 第 3例に於いては，駆虫の結果，排出された鈎虫
行った。 は，ヅビニ鈎虫では合 4隻，♀ 2隻，合計6隻，叉
(DJ 排出成虫数及び感染率	 アメリカ鈎虫では全部合で 3隻であった。乙の中，
まえがき: 大磯(1930)のブラジル鈎虫による 駆虫後下剤投与してより 3時間以内の排便より発見
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したものは，ヅピニ鈎虫5隻，アメリカ鈎虫3隻で
あった。叉 3時間以後 24時間以内の排便中からは
ヅピニ鈎虫 1隻のみであった。叉それ以後 72時聞
に亘って検査した結果，鈎虫は発見出来なかった。
虫体の大いき: 駆虫により排出した成虫は排出
後直ちに生理的食塩水K入れ 1時間以内に取り出し
て虫体を瀦紙上l乙置き，体の屈曲を調整してから， 
Sliding回 Ca1liperを使用して体長を測定した。乙の
結果は表 12i乙示す。
表 12. 排出虫体 
|下剤投与より|
長|子宮内種 別 '1生|虫体排出迄の|体1
||時間i |受精卵 
ヅピニ鈎虫|合13時間以内| 8.3mm 
ヅビニ鈎虫|合 H 8.0 !I 
ヅピニ鈎虫[合 H 8.2 H 
ヅピニ鈎虫l♀ fl 9.0 fl 有り 
ヅピニ鈎虫|♀ /1 9.1 fI 有り
アメリカ鈎虫|合 fl 不能(崩壊〉
口・尾は見える 
染経路が経口的であるか経皮的であるか何れを主要
感染経路となすかについで特に注目されて居るが之 
κ対し動物実験，人体実験或は疫学的調査等lとよっ
てその研究がなされて居る。
之等多数の研究に於いて，特i亡動物実験を主とし
て行った者の中で宮川(1925)，白井 (1926)，岡田 
(1930)，石井 (1931)等は，実験犬lζ経口的に投与
された成熟仔虫の大半は，消化管内で死滅叉は糞便
として外界に排出され，残りの一部分が消化管を通
り肺を経て腸l乙至り成虫になると云う宮川説を支持
し，一方横川(1926)，大磯(1927)，山口 (1928)，
三輪(1927)，松崎(1937)等は実験犬に犬鈎虫を経
口的に投与した場合，非固有宿主では体内移行を行
うが，固有宿主では腸管内で発育をし体内移行を行
わないと云う横川説を支持した。叉疫学的推測を主
として行った研究として水野(1956)，永吉 (1951)
等あるが推測の域を脱し得ない。
結局，感染経路の問題を解決するためには人体に
ついての感染実験を試みねばならない。然しながら合合合虫虫虫鈎鈎鈎カカ一けノ川ノメメビアアヅ
H 8.4mm 鈎虫の主要感染経路を研究目的とした経口的人体感
8.0 H 染の研究報告は極めて少い。著者は今日迄行われた
d
A
即ちヅピニ鈎虫合 4隻の平均体長は 8.3mm，叉
っ
ワ ム
せ 
2 9.05mm同鈎虫♀ 隻の平均体長は であった。ア
メリカ鈎虫合 3隻の平均体長は 8.2mmであった。
感染率: 第 3例K於ける感染率はヅピニ鈎虫で 
15%，アメリカ鈎虫で 2.7%であった。 
表 13. 経口感染実験に於ける感染成虫数
及び鈎虫感染率 
日比什・時時
P11m
よま後
1同
りで
8.7 H 
主要感染実験の中，特に経口的人体感染実験の結果
を考慮しつ〉考察を加えて見る乙ととした。
自覚症状について: 今回の実験で感染成立を見
た1例K於いて甚だ強度な症状を呈した。即ち大場 
(1929)の実験に於けると同様，初期症状が見られ 司b
たが悪心，胃部不快感は認めたが，幅吐はなかっ
た。叉激げしい気管支炎様の呼吸器症状を生じたが
之が極期を過ぎてから，腹痛を主とした消化器系症
状がこれに代った。
INo. 1同司 No.3 血液所見について: 今日迄の感染実験で，血液虫 症 {yJj 
ヅピニ鈎虫 
種 投与方法 l経口|経口|経 口 所見個々については多数の報告があるが他方好酸球
と他の血液との両者聞の変動の関係についても種々
投与仔虫数 40 
な研究が行われて来た。即ち白血球と好酸球とに於
感染成虫数	 6 
鈎虫感染率 15% 	
いては，河西(1930)はアメリカ鈎虫による経皮感
染実験l乙於いて白血球数増加時期と好酸球数増加の
ア鈎 投与仔虫数
つ 山nyAUn
メ 感染成虫数 0 	 3 
30 110 
%
りカ虫 鈎虫感染率 0% 	 2.7% 
IV. 考 察
鈎虫の感染経路の問題は，鈎虫の感染を未然l乙防
ヤという問題と深い関連があって，公衆衛生上極め
て重要な課題である。然しながら今日猶，鈎虫の感
染経路について即ちヅピエ，アメリカ両種鈎虫の感 
位相の比例関係を認め，梁 (1937)も叉感染実験で
白血球数，好酸球数の増加を見た事を報告した。富
士田 (1957)はヅピニ鈎虫，アメリカ鈎虫の経口，経
皮同時感染に於いて，特にヅピニ鈎虫lと於いて白血
球数の増加を認め且つ好酸球にも増加を認めたが，
乙の場合，増加率はヅピニ鈎虫の方がアメリカ鈎虫
に比して顕著なるを報告している。今回著者の行っ
た実験に於いても，白血球数増加と好酸球数増加と
は時期的な関係が認められた。 
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叉赤血球数と好酸球数両者間の関係については， る。叉石井 (1931)は培養及び肺循環の両鈎虫仔虫
松崎らは成人の場合に於いて赤血球数 400万以下の の消化液に対する抵抗を見るため，胃液，胆汁，、胆
顕著な貧血の人に好-酸球増多症の多い事を述べてい 嚢侵出液を原液のま〉消化液として使用し，乙の中
る。今回の実験lζ於いては赤血球数の変化が著明で に該仔虫を一定時間投入作用させた後，之を仔犬に
なき為か，好酸球との関係は認められなかった。 経口感染せしめ感染率の大小をもって抵抗力の強弱
血清蛋白像について: 血清蛋白像に於いては柳 とした結果，何れも仔虫に対しては若干の障碍を与
沢 (1957)，山田 (1956)，副島(1952)等の報告が えるが(即ち感染率は低下する)， 特に胃液が最も
あり，それらによればアノレブミンの低下を述べグロ 大なる障碍を与え，酔液による障碍が最も小なるを
ブリンの増加，特Krー グロブリンの著るしい増加を 認めた。叉肺循環仔虫の抵抗力は培養仔虫に比較し
認めている。叉丸田 (1957)の報告でも実験鈎虫犬 て著るしく大なるを認めた。態谷(1932)は鈎虫の
に於いても鈎虫症患者の血清蛋白像と同様 K，アル 第 1期，第 2期仔虫の人工胃液に対する抵抗を検し
ブミンの減少と Tー グロブリンの著るしい増加とを た。その結果，鈎虫第 1期，第 2期仔虫は感染仔虫
述べている。猶この実験に於ける血清蛋白像の変動 に比し標準人工胃液K対する抵抗力が甚だしく弱い
は次の通りであった。(但し人体経皮感染実験に於 ことを認めた。叉人工胃液の塩酸量を一定度比減ず
いて)。 れば，発育の進める行虫は柏，明らかな抵抗力のあ
アルブミン: 第 1例，第 2例，第 3例とも漸次 ることを報告した。戸張(1935)は元気な犬を麻酔
低下を来し特に感染実験開始後，第 42日目より 56 下に開腹し， Pawlow氏?去に従って胃盲嚢製作手術
日目の期間に於いて最も低い状態が続きその後次第 を行い 2週間後の創傷治癒後 K多数の側孔を有する
に上昇を見せた。乙の結果は既報された研究結果と ゴム管を痩孔内 l乙挿入して胃液を採集して実験し
同じ傾向にある事を示している。 た。その結果，犬胃液溶液は感染仔虫に対して何等 
Tー グロプリン: 第 1 fJU，第 2例lζ於いて感染後 障碍を与える ζとなく寧ろ軽度乍ら生存率の増加を 
35日目 l乙強い増加が見られ 1週間後の 42日自に最 認めた。叉犬胆汁溶液を用いての実験では， 0.01%，
大値を示した後，漸次下降するも駆虫前後に再び軽 0.05%溶液中では感染仔虫の生存率は蒸溜水中のも
度の上昇が見られた。乙の様に rーグロプリンの著る のを対象としたものより，生存に対して好条件を示
しい増加は既K報告されて居るととろであるがそれ した。叉 0.5%以上の濃厚溶液では犬鈎虫仔虫の運
島 らと一致の傾向が見られた。 動lζ障碍を及ぼす作用があった。叉幼犬胆汁溶液の
経口感染と胃液の問題: 鈎虫の経口感染K於い 作用は成犬に比して著るしく微弱であった。近時平
て，実際鈎虫感染を阻止するに最大の抵抗をなすも 川(1959)はヅピニ感染期鈎仔虫に対して 0.5%以
のとして胃液が注目されていた。経口的 K投与され 下の人工胃液の影響は軽微であったが， 1.0%人工
た行虫は，一部は口腔， p肉頭，食道等の粘膜より侵 胃液では強い影響が見られた。他方アメリカ鈎仔虫
入を試みるであろうが，他の大部分は胃に達し更に のそれは， 0.1%人工胃液の影響は軽微であったが
腸へと移行を見るであろう。何れにしても，一且胃、 0.5%人工胃液では5郎、影響を来した。
に到達した仔虫は，と、で相当濃厚な酸度をもっ胃 叉胃液 pHについての抵抗試験を行ったものとし
液に直接接触し，然る後lζ腸管lζ到達すると思われ ては稲留 (1932)がある。彼は pH 1.0の試験液を
る。事実宮川 (1925)は多数の仔虫を経口的に投与 用い，ヅピニ，アメリカ両種感染期仔虫に対する影
した一定時間後の試験動物の消化管に於いて，極め 響を比較した。その結果鈎虫の感染期仔虫の生存に
て不活発な多数の死滅仔虫或は死lζ近い仔虫を見出 は pH7.0'"'-'6.0が良い事を報じた。
している。叉横川 (1926)は宮川の行った実験に対 醗って著者が行った今回の人体経口感染実験に於
し，仔虫生死の判別方法 K対して誤りがあるとし， いて，感染成立を見た第 3例は胃液の  pHが 6.S，._
人工胃液に対する人鈎虫抵抗試験を試み，仔虫に強 7.0であり且つ著るしき無酸症の者であった。猶通
力な抵抗性のあることを認めた。長谷川 (1929)は 常正常な胃液は強酸性を持ち，分泌直後の胃液は
鈎虫仔虫の消化液に対する抵抗に於いて，特民感染 HCI0.55%を含んでいる。叉胃の中では HClのー
仔虫の塩酸の各濃度溶液に対する抵抗で人工胃液を 部はムチン等により中和され，更に稀釈されて，普
用いた場合では抵抗が甚だ強いため，ペプシンを添 通 pHは1.5乃至  2.0と云われる。今回感染成立を
加しでも仔虫生存には悪影響のない事を認めてい 見Tこ第 3例の胃液の pHと比較するに著るしき相違
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があり，更に無酸症状を呈して居った事も大きな特
徴と思われる。更に加うるに第 3例では宿主側が甚
だ長時間の絶食空腹状態を仔虫投与前に保って居っ
た点をも考慮され得ょう。 
v.結論
著者は鈎虫感染の機会を持たなかった 3名の成年
男子を被検者として，鈎虫による経口感染実験を試
みた。即ち第 1例，第 2例i乙対してはアメリカ鈎虫
のみを，第 3例lζ於いてはヅピニ，アメリカ両鈎虫
を経口的に投与して，次の結果を得た。 
( 1 ) 感染成立は第 3例に於いてのみ認められ
た。その結果，ヅピニ鈎虫による感染率は'15%，ア
メリカ鈎虫では 2.7%であった。
( 2 ) 自覚症状はヅピニ，アメリカ両鈎虫を投与 
した第 3例に認められた。猶此の場合，感染前期で 
は甚だ強い咳蝦，日客疾1~1:出が長期比亘って見られた
が，感染後期では激げしい腹痛を中心として著明な
易疲労感が特徴であった。
( 3 ) 血液所見では感染例lζ於いて特異的な変化 
が見られた。即ち白血球数の増多と好酸球の激増と
であったが，特に好酸球ではその最高値は 57.0%で 
あった。
(4) 経皮感染実験での血清蛋白像の推移は， 4 

例中 3例に於いてアノレブミンの低下， rーグロプリン

の増加が見られた。
 
( 5 ) ヅビニ鈎虫卵の出現状況は仔虫投与後 88

日目より見出された。

稿を終るに臨み，御懇篤なる御指導と御校閲
を賜わった柳沢利喜雄教授，並びに御指導をい
た Yいた水野哲夫助教授に深謝し，実験に御助
力下さった進士久子，萩原満子，佐藤文子，小
池，田中の諸氏に心から感謝致します。
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